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1.はじめに
近年インターネットの普及が進み，多くの人がイン
ターネットから情報を手軽に入手することが可能になっ
た．その一方でインターネット上には膨大な量の情報
が溢れることになり，その中から自分にとって有用な
情報だけを選別する作業はユーザにとって大きな負担
となる．この問題を情報過多という．また，年齢などに
より，情報サービスの恩恵を受けることができる人と
そうでない人の間に格差が生じている．この問題をディ
ジタルディバイドという．この２つの問題を解決する
ことを目的として，個人向け情報配信システム PINOT
(Personalized INformation On Television screen)が開
発された [1]．PINOTは情報配信サーバから送られて
きた記事に対し，ユーザの興味に合わせて選別を自動
的に行い，画面に表示し，表示された記事に対するユー
ザの操作から，記事への関心を類推し，記事を構成する
単語に対する興味の度合いを学習するシステムである．
2.個人向け情報配信システム PINOT

PINOTの構成を図1に示す．PINOTは情報通信サー
バ，セットトップボックス，リモコン，テレビで構成
されている．
PINOT の課題として，文脈によって意味の変わる
単語が記事情報に含まれている場合，ユーザの興味を
反映できない可能性があるということが挙げられる．
文脈によって意味の変わる単語の 1つの用法に対し
て高い興味を示した場合，別の用法のときでも興味の
度合いの値はそのまま用いられるため，他の単語より
も興味の度合いが高くなることが考えられる．このと
き，ユーザにとって興味のない記事情報が「興味あり」
と判定される可能性がある．反対に文脈によって意味
の変わる単語の興味の度合いが他の単語よりも低い場
合，ユーザにとって興味のある記事情報が「興味なし」

図 1: PINOTの構成
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と判定される可能性がある．
本研究の目的は，記事情報に文脈によって意味の変
わる単語がある場合，ユーザの興味を正確に反映でき
ないという問題の解消である．また，本研究の目標は
記事見出し文を構成する単語の組み合わせによる興味
の学習を行う手法を用いて，ユーザの興味を反映した
記事の選別を行い，従来法と比較して提案手法の情報
フィルタリング性能を評価することである．
3.提案手法
本研究では，記事情報に含まれる単語に加え，単語
同士の組み合わせについても興味の学習を行い，単語，
単語同士の組み合わせの興味の度合いの値の平均値を
用いて記事情報に対する関心の度合いを計算するとい
う手法を提案する．
この手法を用いることで，記事情報に文脈によって
意味の変わる単語が含まれている場合，ユーザの意思
に反した判定が行われる可能性を下げることが期待で
きる．
3.1.提案手法における記事情報に対する興味の有
無の判定方法

以下の手順で記事情報に対する関心の度合いを計算
して興味の有無の判定を行う．
1. 配信された記事情報から単語と組み合わせを抽出
　記事情報から名詞を抽出し，名詞同士で組み合
わせを作る．組み合わせのパターンは MC2 通り
(M：抽出した名詞の数)となる．

2. ユーザプロファイルから単語と組み合わせの興味
の度合いを取得
　抽出した単語 ωm(m = 1，2，3，…，M) と組
み合わせ ωm，n(n = m + 1，m + 2，…，M) が
ユーザプロファイルに記録されている場合，ユー
ザプロファイルを参照して興味の度合い i(ωm)，
i(ωm，n)(0 ≤ i(ωm)，i(ωm，n) ≤ 1)を取得する．新
出単語は興味の度合いの値を 1，新出組み合わせ
は興味の度合いの値を記事情報に対する興味の有
無の判定に用いる閾値と同じ値にする．

3. 記事情報に対する関心の度合いの計算
　記事情報に対する関心の度合い I を計算する．
値が大きいほどユーザの記事情報に対する関心が
高く，小さいほど興味が低い．

I = Iword × β + Icombi × (1− β)

Iword =

∑M
m=1 i(ωm)

M

Icombi =

∑M
m=1

∑M
n=m+1 i(ωm，n)

MC2

β は単語の興味の度合いを重視する割合 (0 ≤ β ≤
1)である．
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図 2: 学習した記事件数に対する除去率の推移
4. 記事情報に対する興味の有無の判定
　 I の値が閾値以上であれば「興味あり」，そう
でなければ「興味なし」とする．

5. ユーザプロファイルの更新
　興味の有無の類推結果を基にユーザプロファイ
ルの内容を更新する．

i(ωm) := α× i(ωm) + (1− α)× J

i(ωm，n) := α× i(ωm，n) + (1− α)× J

α は過去の興味の度合いを重視する割合 (0 ≤ α ≤
1)，J は興味の有無 (0 または 1)である．

4.評価
4.1.実験の手順
提案手法の情報フィルタリング性能を評価するため
に実験を行う．実験の手順は以下の通りである．
1. 学習に用いる N(N = 900，1800，2700) 件の記事
見出し文，選別に用いる 200 件の記事見出し文に
対して興味の有無の回答を行う

2. 1 で行った記事見出し文に対する興味の有無の回
答の内容を入力してユーザごとにユーザプロファ
イルを作成する

3. 選別に用いる 200 件の記事見出し文をユーザプロ
ファイルを用いて「興味あり」と「興味なし」に
選別する

4. 選別した記事見出し文と，それに対する実際のユー
ザの回答に対して評価基準を用いて評価を行う

3，4 については単語の興味の度合いを重視する割合
β(β = 0，0.2，0.5，0.8，1)を設定して行う．
4.2.評価基準
評価基準には除去率，再現率を用いる．除去率とは，
ユーザにとって興味のない記事の中で，記事の選別の
際に「興味なし」と判定された記事の割合である．除去
率が高いほど，ユーザの興味のない記事を除去できた
ことを意味する．再現率とは，ユーザにとって興味の
ある記事の中で，記事の選別の際に「興味あり」と判
定された記事の割合である．再現率が高いほど，ユー
ザの興味のある記事を選別できたことを意味する．
5.結果と考察
7名のユーザに対して実験を行った．図 2に学習し
た記事件数と各ユーザの除去率の平均値の推移，図 3
に学習した記事件数と各ユーザの再現率の平均値の推
移を示す．

図 3: 学習した記事件数に対する再現率の推移
図 2より，除去率は組み合わせの興味の度合いのみ
を用いて選別したとき (β = 0)に一番低く，それ以外
はほぼ同じ値となっている．除去率が β = 0で一番低
い値になった理由として，新出組み合わせの興味の度
合いの値，過去の興味を重視する割合，記事情報に対
する興味の有無の判定に用いる閾値が同じ値になって
いたことが考えられる．本研究の場合，単語および組
み合わせは少なくとも 2回「興味なし」と学習されな
ければ，その単語および組み合わせの興味の度合いは
閾値を下回らない．また，組み合わせは単語に比べて
大幅に数が多く，登場する頻度も低いため，記事の選
別を行う際，新出組み合わせや 1回しか登場していな
い組み合わせの存在によって記事に対する興味の度合
いが閾値未満になりにくい．そのため，選別によって
「興味あり」と判定されたが，実際にユーザは興味がな
い記事が多数存在していたことで除去率が低くなった
と考えられる．
図 3より，再現率は組み合わせの興味の度合いのみ
を用いて選別したとき (β = 0)に一番高い値になって
いることがわかる．このことから，組み合わせの興味
の度合いの値のみを用いて記事に対する興味の類推を
行った場合，従来法に比べ，ユーザの興味のある記事
を選別できると言える．つまり，ユーザにとって興味
のある記事が，文脈によって意味の変わる単語によっ
て「興味なし」と判定される可能性を下げることがで
きると言える．
6.おわりに
本研究では PINOTにおいて記事情報に出現する単
語に加え，単語の組み合わせについても興味の学習を
行い，そのデータを用いて記事情報に対する関心の度
合いを計算するという手法を提案し，実験を行った．そ
の結果から，提案手法を用いることで，ユーザにとっ
て興味のある記事が，文脈によって意味の変わる単語
によって「興味なし」と判定される可能性を下げるこ
とができるとわかった．今後は，除去率を向上させつ
つ，再現率を低下させないように，新出組み合わせの
興味の度合いの値，過去の興味を重視する割合，記事
情報に対する興味の有無の判定に用いる閾値を変化さ
せて研究を行っていく必要がある．
参考文献
[1] 森健，柏木紘一，樋上喜信，小林真也，“Ticker
に対する表示操作履歴に基づいた興味の有無の推
論”，情報処理学会，グループウェアとネットワー
クサービスワークショップ 2005論文集，111-116

Copyright     2022 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-850

情報処理学会第84回全国大会


